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1. はじめに

学ᰯ生活において 1 日の約 50％の時間が書き課題が㈝や

されているࠋᡃがᅜにおいては，小学ᰯ 1，2 年生の 4.9％
（大ᗞ, 2000），3 年生の 10.0％と 4 年生の 9.1％(ᇽ山・ʟ 本・

ᯘ, 2014)に書きᅔ難があるという報告があるࠋその中で低学

年ඣは書Ꮠの発達段階において⢏書きという文Ꮠごとの書

Ꮠを行う段階に┦当しࠊ学年があがるにつれて่⃭の見㏉

しが減る連続書Ꮠへと発達していく(平ᯘ௚, 2013)ࠋ大᳃[1]
によると日本ㄒの書Ꮠ場面においてࠊ視ぬ㐠動༠応得点が

高い成人の方がࠊ低い学生に比べて่⃭の見㏉し回数が少

ないことを報告したࠋ一方でࠊそれらの書Ꮠ課題における

言ㄒ่⃭の┦違については報告していないࠋまたࠊ視線機

能での見㏉し回数の多さがࠊ書Ꮠ場面中の㐠動機能にどの

ようにᙳ㡪しているかも検討されていないࠋさらにはࠊ㏆

年の研究によりࠊ書Ꮠ場面の動作解析を通じてࠊかきのᅔ

難さを検出する研究も増加している(Lopez & Vaivre-Douret, 
2023)そこで本研究の目的はࠊ大学生を対象に利き手での日

本ㄒおよびⱥㄒの文章視෗課題における視線機能と㐠動機

能の差異を検討することとしたࠋ

2. ᪉ἲ

2.1 参ຍ者 
発達㞀害のデ断ᒚṔの無い大学生 20 ྡが参加したࠋ 

2.2 ่⃭と⿦⨨ 
文章่⃭の提示用にࣀートパࢯコン(PC)と視線機能を計

測するためのアイトラッカー(X3-120, Tobii technology 
Japan)をࠊ㐠動機能を解析するために㐠動解析ࢯフト

（VisionPose Single3D, ネクストシステム）を౑用したࠋ 
本研究では，自作した有意味のⱥㄒ文章と日本ㄒ文章を各 2
文章ࠊ合計 4 文章を用意したࠋ 
2.3 ᡭ⥆ࡁ 
(1) ᶆ準化検査：視ぬ㐠動༠応の発達をホ౯するために

Beery-VMI6(Beery & Beery, 2010)を行ったࠋそして BMI 得点

に応じて参加者をVMI Low⩌とVMI High⩌に᣺り分けたࠋ 
(2) 視線機能計測：参加者はアイトラッカーの画面から

60cm の位置に着ᖍし，キャリブレーションを行ったࠋ視෗

課題では，コンピュータ画面上に文章が１つずつ提示され，

それをなるべく早く，正確に，手元のグ録用⣬に視෗する

ことを求めたࠋ文章่⃭の提示は参加者間でカウンターバ

ランスを取っており，課題内においてもⱥㄒ文章と日本ㄒ
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文章の提示が連続しないように提示したࠋ各参加者が 4 つ

の文章่⃭の視෗を行うことをもって終了としたࠋ

(3) 㐠動機能計測：視線機能計測時にࠊ利き手ഃから᧜ᙳし

た視෗課題場面の動画を用いてࠊ㐠動機能計測を行ったࠋ

(4) 従属変数：ձ1 つの文章่⃭に対する視෗所要時間，ղ

視線೵␃回数，ճ平均ὀ視時間，մ ่⃭の見㏉し回数，յ

身体の変動性を用意し2ࠊ 要因の分ᩓ分析を行ったࠋ 

3. 結果

書Ꮠ所要時間を比較したとこࢁすべての参加者においてࠊ

ⱥㄒ文章の書Ꮠ所要時間が㛗くなったことを示した[F(1, 
18) = 23.91, p < .01****, Ȟ2= .57]ࠋそして่⃭の見㏉し回数

においてグループ要因と่⃭要因の間に有意な஺஫作用

[F(1, 18) = 4.67, p < .05*, Ȟ2= .21]が見られࠊ単純主効果の検

定の結果ࠊⱥㄒの書Ꮠ場面において VMI Low ⩌の方が High
⩌に比べて見㏉し回数が多くࠊVMI Low ⩌においてはⱥㄒ

での見㏉し回数が日本ㄒより多くなったことを示したࠋ
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Fig. 書字場面での見返し回数の推移

4. 考ᐹ

先行研究(大᳃, [1])では VMI の高低により日本ㄒの有意

味・無意味文章間で見㏉し回数に違いは見られなかったࠋ

一方で本研究の結果からࠊVMI のᅔ難さは➨஧言ㄒ書Ꮠの

際により強く見㏉し回数に反映されることを示၀するもの

となったࠋまた上⫥の変動性も強く見られていることからࠊ

㢦上ࡆや⭎の動きから₯在的なⱥㄒ書Ꮠᅔ難を検出できる

可能性があることもしめしたࠋ
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